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「夏休み親子チャレンジ講座 ｣ を開催しました

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
小
中
学
生

が
夏
休
み
に
親
子
で
参
加
で
き
る

「
夏
休
み
親
子
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座｣

を

実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
４
講
座

を
開
講
。
夏
休
み
の
思
い
出
づ
く
り

や
親
子
の
交
流
、
小
林
の
「
宝
」
の

魅
力
発
信
を
目
的
と
し
て
「
ス
ポ
ー

ツ
の
ま
ち
」「
地
元
高
校
生
」「
地
元

企
業
」
の
３
つ
の
宝
の
魅
力
を
講
座

を
と
お
し
て
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

高
校
生
講
座
で
は
、
小
林
西
高
校
、

小
林
秀
峰
高
校
の
生
徒
に
そ
の
知
識

や
技
術
を
活
か
し
て
講
座
講
師
と

な
っ
て
い
た
だ
き
、
企
業
講
座
で
は

㈲
ダ
イ
ワ
フ
ァ
ー
ム
の
大
窪
和
利
さ

ん
、
野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
大
角
恭
代
さ

ん
の
ご
指
導
で
絶
品
チ
ー
ズ
の
ピ
ザ

づ
く
り
を
体
験
。
ミ
ニ
テ
ニ
ス
体
験

講
座
で
は
、
小
林
市
ミ
ニ
テ
ニ
ス
協

会
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、
親
子
ペ
ア

で
対
戦
し
ま
し
た
。

　

ど
の
講
座
も
小
林
市
の
素
晴
ら
し

い
マ
ン
パ
ワ
ー
で
楽
し
い
企
画
と
な

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
講
座
で
受
講
生
の

笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
夏
休
み
の
良
い
思

い
出
に
な
り
ま
し
た
。

シリーズ

学校 働 改革の 方き
先生が子どもとじっくり向き合うために

登
下
校
の
対
応
、
夜
間
の
見
回
り
な
ど

「
学
校
以
外
が
担
う
べ
き
業
務
」
文
科
省
方
針
示
す

Vol.3

日本全体で加速する「働き方改革」。義務教育の場、小中学校
でも〝待ったなし〟の変化が求められています。今、教育現場
はどうなっているのか。長時間労働を是正しながら、教育の質
を高めるには何が必要なのか。シリーズを通し考えていきます。

１・２三ツ星レストランシェフ
と作る食育料理講座３・４お菓
子づくりと野菜栽培基礎講座５
ミニテニス体験講座６・７チー
ズづくりとピザづくり講座

　

先
月
号
で
は
、
日
本
の
先
生

が
授
業
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

業
務
を
担
当
し
、
諸
外
国
と
比

較
し
て
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
忙

し
い
と
い
う
研
究
事
例
を
紹
介

し
ま
し
た
。
学
校
の
働
き
方
改

革
の
一
つ
の
方
策
と
し
て
文
科

省
が
示
し
て
い
る
の
が
「
業
務

の
役
割
分
担
」。
昨
年
12
月
に
文

科
省
が
発
表
し
た
緊
急
対
策
で

は
、
授
業
以
外
の
14
業
務
を
３

つ
に
分
類
（
左
表
）。
登
下
校
や

放
課
後
・
夜
間
の
見
守
り
な
ど

を
、「
学
校
以
外
が
担
う
べ
き
業

務
」
と
し
た
ほ
か
、
休
み
時
間

の
対
応
、
校
内
清
掃
、
部
活
動

な
ど
も
「
必
ず
し
も
教
師
が
担

う
必
要
の
な
い
業
務
」
と
位
置

付
け
ま
し
た
。
こ
の
役
割
分
担

の
考
え
方
を
基
に
、
全
国
各
地

で
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

本
市
で
も
県
内
初
と
な
る
「
部

活
動
指
導
員
」
や
「
サ
ポ
ー
ト

ス
タ
ッ
フ
」
を
配
置
す
る
な
ど

具
体
的
な
施
策
を
展
開
中
で
す
。

そ
の
他
の
業
務
に
つ
い
て
も
、

関
係
者
で
構
成
す
る
「
小
林
市

教
職
員
の
働
き
方
改
革
実
行
会

議
」
な
ど
で
議
論
を
深
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

お 出 か け ガ イ ド
行 っ て み よ う ! や っ て み よ う ！

イ ベ ン ト ・ 講 座 情 報

　このコーナーでは、市内で開催されるイベントや講座などを紹介します。
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【表】これまで学校・教師が担ってきた代表的な業務に関する
考え方（2017、中央教育審議会の議論をまとめた「中間まとめ」
より抜粋）

基本的には
学校以外が

担うべき業務

学校の業務だが、
必ずしも教師が担
う必要のない業務

教師の業務だが、
負担軽減が
可能な業務

●登下校に関す
る対応
●放課後から夜
間などにおける
見回り、児童生
徒が補導された
ときの対応
●学校徴収金の
徴収・管理
● 地 域 ボ ラ ン
ティアとの連絡
調整
※その業務の内
容に応じて、地
方公共団体や教
育委員会、保護
者、地域学校協
働活動推進員や
地域ボランティ
ア等が担うべき

●調査・統計等へ
の回答等（事務職
員等）
●児童生徒の休み
時間における対応

（輪番、地域ボラ
ンティア等）
●校内清掃（輪番、
地域ボランティア
等）
●部活動（部活動
指導員等）
※部活動の設置・
運営は法令上の義
務ではないが、ほ
とんどの中学・高
校で設置。多くの
教 師 が 顧 問 を 担
わざるを得ない実
態。

●給食時の対応（学級
担任と栄養教諭等との
連携等）
●授業準備（補助的業
務へのサポートスタッ
フの参画等）
●学習評価や成績処
理（補助的業務へのサ
ポートスタッフの参画
等）
●学校行事等の準備・
運営（事務職員等との
連携、一部外部委託等）
●進路指導（事務職員
や外部人材との連携・
協力等）
●支援が必要な児童生
徒・家庭への対応（専
門スタッフとの連携・
協力等）
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　市総合文化祭を開催します。当
日は駐車場の混雑が予想されるた
め、乗り合わせや公共交通機関で
来場ください。
作品展（小林会場）
●日時＝11月3日（土）9時～20時、
11 月 4 日（日）9 時～ 16 時
●場所＝市民体育館、中央公民館
作品展（野尻会場）
●日時＝11月3日（土）9時～17時、
11 月 4 日（日）9 時～ 15 時
●場所＝野尻町農村環境改善セン
ター
将棋大会
●日時＝ 11 月 3 日（土）10 時～
●場所＝中央公民館
囲碁大会

●日時＝ 11 月 3 日（土）10 時～
●場所＝百歳会館
お茶会
●日時＝ 11 月 3 日（土）10 時～
●場所＝文化会館
市民音楽祭
●日時＝ 10 月 28 日（日）12 時～
●場所＝文化会館
市民芸能祭
●日時＝ 11 月 4 日（日）13 時～
●場所＝文化会館
文化財カルタ大会
●日時＝ 11 月 3 日（土）10 時～
●場所＝中央公民館

【問】社会教育課（℡ 22‐7912）
教 育 部 須 木 分 室（ ℡ 48‐2266）
教育部野尻分室（℡ 44‐1100）

平成 30 年度小林市総合文化祭
文化・芸術の秋。作品展や囲碁や将棋などの各種大会も開催！

　今年で 20 回目を迎えるハーブ祭。ハー
ブを楽しむ１日を過ごしてみてはいかがで
すか。●日時 =11 月４日（日曜）10 時～
15 時●場所 = 薬草・地域作物センター●
内容 = ハーブを身近に感じ、楽しめるワー
クショップを中心としたイベント市内外の
飲食・雑貨などの販売●問 = 薬草・地域
作物センター（℡ 21‐6061）

20th ハーブ祭  in NOJIRI
ハーブを身近に感じ、楽しめる！

　豊作を祝い、毎年行われる「すきほぜま
つり」を今年も開催します。ほぜっこ相撲
や赤ちゃんの土俵入りなど内容盛りだくさ
んです。●日時 =11 月 3 日（土）８時 30
分～ 16 時●場所 = 須木地区体育館●内容
＝ほぜっこ相撲大会、赤ちゃん土俵入り、
ステージイベント、お楽しみ抽選会など●
問＝須木庁舎地域振興課（℡ 48‐3130）

すきほぜまつり
奉納相撲で五穀豊穣を祝う


